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【結果・考察】

運動関連脳電位の全平均波形の様態として、野球経験者は右手指

動作課題では振幅が大きいのに対して、左手指動作課題では、特に

C4、Pz で振幅が小さくなっていた。右手指動作課題に注目してみ

ると、陸上経験者の振幅が小さくなっていた。運動関連脳電位のそ

れぞれの成分（Bereitschaftspotential: BP, Negativity Slope: NS’, Motor

potential:MP）における振幅について、陸上選手短距離選手（経験者）、

野球選手（経験者）、一般成人の間で統計的に有意差はなかったが、

先行研究でも統一した見解は得られていない。Hatta et al (2009)は、

BP と NS’の振幅は、剣道の選手と一般成人群は変わらないという

結果が出ている。しかし、MP は剣道選手の方が一般成人よりも統

計的に有意に振幅が大きい、としている。本実験は有意差こそ無か

ったが、振幅が野球経験者で大きくなる傾向があり、Hatta et alの結

果を支持するものと考えられる。

今回の実験で「なぜ運動関連脳電位の振幅が、運動経験者群と一

般成人の間で統計的な違いがなかったのか」について、いくつかの

仮説が挙げられるが、被験者の個人差が大きかったことも一要因で

あると考える。例えば、左手課題の NS’の振幅は、陸上経験者

-3.63V、野球経験者 -1.61V、一般成人 -1.07Vであったが、標

準偏差はそれぞれ 2.22V、4.65V、4.36V、であった。このこと

からデータのばらつきが大きく、有意差を検出できなかった可能性

が考えられる。
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